
山形県トラック協会主催

令和8年度 3支部一斉会員研修会

日 時 令和８年１０月１7日（土） ９：００～

場 所 内陸・置賜支部（山形県トラック総合会館）

担当会社 太平興業株式会社

UDトラックス株式会社 宮城山形支社

西東北日野自動車株式会社

【御協力】 ブリヂストンタイヤソリューションジャパン 様

庄内支部（山形県トラック協会庄内支部）

・実技は山形いすゞ 酒田営業所にて実施

担当会社 山形いすゞ自動車株式会社

【御協力】 ヨコハマタイヤジャパン 様

車輪脱落事故防止研修会

JAMA　CM動画

JAMA CM動画

https://youtube.com/watch?v=cYZmRuIP0DE&si=6RkpVhaY-zicV9E3
https://www.youtube.com/watch?v=cYZmRuIP0DE&si=6RkpVhaY-zicV9E3
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➢車輪脱落事故の現状を把握する

➢事故の原因と発生メカニズム（軸力・ナット緩み）を正しく理解する

➢重要な作業ポイントを把握し、実践できる状態にする

➢会社と自分を守る意識を高める

研修会の目的

座学と実技を通じて、

知識・意識・行動の全てを強化する研修です

令和８年度の車輪脱落事故ゼロを目指しましょう

【研修会の目的】



年度別の大型車の車輪脱落事故の発生件数（過去10年間）

＊車両総重量8トン以上の自動車又は乗車定員30人以上の自動車であって、車輪を取り付けるホイール・
 ボルトの折損又はホイール・ナットの脱落により車輪が自動車から脱落した事故



128件のうち、64件（50%）が11月～1月に発生し、冬季に集中

車輪脱落事故の月別発生件数（令和７年度）

64件



車輪脱着作業から車輪脱落事故発生までの期間（令和７年度）

車輪脱着作業後1カ月以内に、車輪脱落事故が

発生したものが69件（54％）



昨年までは東北が多かったが
北海道の件数が多い結果となった

事故車両の使用の本拠の位置（令和6年度との比較）

降雪地帯で多く発生

Ｒ6年度資料より



車歴別の車輪脱落事故の発生件数（R３年度～R７年度）

初度登録年から4年経過以降に多く発生

【全国版】
令和7年度脱輪事故
発生状況詳細.pdf

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/002024585.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/002024585.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/002024585.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/002024585.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/002024585.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/002024585.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/002024585.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/002024585.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/002024585.pdf


東北管内車輪脱落事故発生状況（令和７年度）

⚫ 事故件数は、対前年度東北で12件減少

⚫ 人身事故について、軽傷事故が１件発生

R3 R4 R5 R6 R7

車輪脱落事故ドラマ

全国は増加

東北は減少

https://www.youtube.com/watch?v=cRSMwTQCXNk


事故車両の使用の本拠の位置を管轄する支局別発生件数



東北の車輪脱落事故発生状況（令和7年度）

【車輪脱着作業実施者別】 【脱着作業内容別】

大型車ユーザーの交換によるものが
約75％を占める

タイヤ交換、タイヤローテーション作業後の
脱落が大半（92％）を占める

n＝24n＝24



全国の車輪脱落事故発生状況（令和７年度）

タイヤ脱落実験

【作業及び保守管理の不備】

車輪脱落の要因
・作業時の不備
・保守管理の不備
上記２点をのちほど説明

東北管内発生状況.pdf

https://youtu.be/BE6-rcq81C8
https://youtu.be/BE6-rcq81C8
https://wwwtb.mlit.go.jp/tohoku/content/000333476.pdf
https://wwwtb.mlit.go.jp/tohoku/content/000333476.pdf
https://wwwtb.mlit.go.jp/tohoku/content/000333476.pdf
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➢ タイヤ交換時の作業不備

① 規定のトルクで締め付けられていない（トルクレンチ不使用）

② ホイール・ボルト、ナット及びホイールの錆、ゴミの除去、清掃が不十分

③ 指定された箇所へ潤滑剤が塗布されていない

④ 劣化・損傷した部品を再使用している

➢ タイヤ交換後の保守管理の不備

① 増し締めが行われていない

② 増し締めの実施時期（距離）が遅い

③ 増し締め後にマーキングやチェックリンクをつけていない

④ 日常点検・定期点検時のホイール・ナットの緩みの点検が不十分

車輪脱落事故の発生原因

特に多い

錆の影響.pdf

おとさないポスター.pdf

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/002024587.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/002024587.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/002024587.pdf
https://wwwtb.mlit.go.jp/tohoku/content/000333475.pdf
https://wwwtb.mlit.go.jp/tohoku/content/000333475.pdf
https://wwwtb.mlit.go.jp/tohoku/content/000333475.pdf


締め付けで重要なのは『軸力』

トルク
ボルト/ナットを回す時の力

軸力
ボルト/ナットが部品を押さえる力
 （※伸びたボルトが戻ろうとする力）

摩擦締付トルク 軸力＝ × ×ねじ径（    ）

摩擦
ボルト/ナットの回転を妨げる抵抗

錆やゴミの噛み込み、潤滑剤を塗布しないと摩擦が大きくなる
ナットの座金が固着していると摩擦は非常に大きくなる

軸力

トルク

摩擦



注油、錆落としをしないとどうなるのか

➢ホイールボルト、ナットの清掃・注油の必要性

ホイールボルト、ナットのネジ部や、ナットと座金（ワッシャー）の摺動

面にゴミや泥、錆があったり、注油をしないと、ナットが円滑に回らなく

なり、規定の締め付けトルクで締め付けても、ナットが本来あるべき位

置まで締まらず、十分な締め付け力（軸力）が得られなくなります。

不適切な状態で締め付けたナット回転角度

正しい状態で締め付けたナット回転角度

【油脂塗布箇所】 【回してなじませる】

ねじ部
ナットと座金
とのすき間

ねじ部

⇦ クリックで関連情報



注油の有無と軸力の低下イメージ

締付け回数

軸力
[ kN ]

締付けトルク：600N・ｍ

＜参考資料＞



ディスクホイールとハブ接合面に、ゴミや泥、錆があると、

⇒ 潰れたり、剥がれることで締め付け力が低下

⇒ ナットの緩みが発生！（初期なじみ）

➢ディスクホイール、ハブの清掃・錆落としの必要性

増し締めをしないと脱落！

注油、錆落としをしないとどうなるのか

錆びたホイールの塗装はゆるみの原因になりますので塗装はしないでください。

走行すると…



増し締めの効果と重要性について

ホイール取付後の走行距離［km］

初期なじみと増し締めによる軸力の変化イメージ

10050

軸力

初期の締付け力

緩みの限界

正しい脱着作業

https://youtu.be/hOEuaKHxTX0
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タイヤ脱着作業時の作業管理

作業管理表

整備管理者の方へ

➢ 自社で大型車のタイヤ交換作業
を行うときは、作業者に、作業管
理表に沿って作業を実施させ、そ
の結果を記録させる。

➢ タイヤ交換作業完了後、作業管
理表をもとに適正なタイヤ交換作
業が行われていることを確認する。

➢ 作業管理表を使用して、増し締
めの実施結果を記録する。

保守管理要領

https://www.youtube.com/watch?v=qzsacUiLoaA


➢ 点検実施者に、日常点検表を使用して
「ディスク・ホイールの取付状態」の点検を
確実に行わせる。

➢ 増し締め実施後、ホイール・ナットへのマー
キングを施す、又は、ホイールナットマー
カーを活用したマーキングのずれの確認手
法により、ホイール・ナットの緩みの点検を
確実に確認させる。（点検の習慣化）

日常の保守管理

整備管理者の方へ

日常点検表 ナット緩み点検

https://youtu.be/ehnXRUc5_ew


ホイール・ナットの緩みの点検（対策ポイント）

整備管理者の方へ

➢ ホイール・ナットの緩みの点検については、点検ハンマによる確認手法や、ホイー
ル・ナットへマーキング（注1）を施す、又は、ホイール・ナットの回転を指示するイ
ンジケーター類を装着し、それらのずれを確認する手法（注2）により、確実に実
施すること。

マーキング留意点 （注１） ずれを確認する手法 （注２）

・増し締め実施後等締め付け状態を確認し、施工する
・ボルト、ワッシャ、ナットに連続して記入する
（できれば、ホイール面まで連続）
・タイヤ脱着時にマーキングを施工したときは、
増し締め実施後に色違いで施工する。
・確認しやすい色（白色、黄色等）を使用する。
・ずれが判別できるよう、適当な太さで施工する。

・塗料は、屋外使用に適し、雨や紫外線等に対して耐久
性のある油性顔料インキ等を使用する

ISO 方式のホイールにおいて、「ホイール・ナットの緩み」

の点検を、ホイール・ナットへのマーキング又はホイー
ル･ナット回転指示インジケーター類による合いマークの
ずれの確認により行っても差し支えない。

緩みなし 緩んだ状態
マーキング例 見やすいものをお使いください



3

か
月
点
検
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検
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か
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検
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検
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検
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車輪脱落事故に関連する行政処分

12

か
月
点
検

12

か
月
点
検

➢ 日常点検 / 定期点検整備の未実施による行政処分

行政処分基準（令和2年3月時点）

① 日常点検の未実施

② 定期点検の未実施

＜初違反＞： 警告 ～  ５日 × 違反台数

＜初違反＞： 警告 ～  ５日 × 違反台数

＜再違反＞： ３日 ～ １０日 × 違反台数

＜再違反＞： ５日 ～ ２０日 × 違反台数

➢ 車輪脱落事故を起こしたことによる行政処分

＜行政処分の基準＞

ホイール・ボルトの折損、ホイール・ナットの脱落

または、それらに類する事象に起因する

車輪脱落事故が発生したもの

※3年以内に再発すると「整備管理者は解任」されます！

(注)

（注）車輪が脱落した要因に事業者の関与が無く、事業者による点検整備が確実に行われている事の証明があった場合を除く。

車両の使用停止期間

初違反

再違反

2０日車

4０日車



まとめ

令和8年度の車輪脱落事故ゼロを目指しましょう

事故は冬季、交換後1カ月以内に集中

1交換作業が増える時期は、作業や確認が疎かになりがち。

その結果、早期に車輪脱落に至る。

確実な清掃・注油で軸力を確保することが重要

2適正トルクで締めても、摩擦が大きいと軸力は不足する。

軸力不足が、結果的にナットの緩みを引き起こす。

点検の習慣化と責任意識が事故防止のカギ

3作業手順を遵守し、確実な日常点検を習慣化する。

会社と自分を守る意識を持ち、事故ゼロにつなげる。
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関連情報

異常な部品事例

⇦ クリックで戻る

山形県トラック協会

ボルト・ナット清掃ツール

日本自動車工業会

日本自動車タイヤ協会



締付トルク︓６０㎏ｆ・ｍ（６００Ｎ・ｍ）

大型車のホイールナットの締付けトルクは、55〜60㎏f・ｍ（550〜600N・m）ですが、
運行途中でトルクレンチがないときに60㎏f・ｍ（600N・m）に近い
トルクで締め付けることができる方法を考えてみましょう︕︕

１．ホイールナットの締付けトルクとは

トルク（㎏ｆ・ｍ）＝距離（ｍ） ×力（㎏）

距 離
力

トルクレンチが無い場合の締付け方



２．車両に搭載されているタイヤレンチを使用して60㎏ｆ・ｍに締付ける場合の目安
ナットのソケット中心からレンチに全体重をかける位置までの寸法（ｍ）＝６０÷自分の体重

※ 体重に合わせたレンチの位置に静かに乗りナットを締めて下さい。

※ 締めるトルクが高いからといって弾みをつけたりすると簡単にオーバートルクになります。

60㎏
50㎏

100㎏
ド ラ イ バ ー の 体 重 90㎏

80㎏
70㎏

０．６０ｍ

０．６７ｍ

０．７５ｍ

０．８６ｍ

１．００ｍ

１．２０ｍ

車載用
タイヤレンチ



ハブホイールホイールボルトホイールナット

・ハブのホイール当
たり面に錆が付着

・表面全体が
錆びている

・締め付け不良
・潤滑剤が
塗布されていない

・潤滑剤が
塗布されていない

・ワッシャの固着
・スムーズにワッシャ
が回転しない

令和７年度の車輪脱落事故128台のうち89台に対して、各部品に劣
化・損傷や作業の実施状況を確認した際の調査結果

不具合事例

事故車両調査により確認された各部品の劣化・損傷事例



不具合事例



ゆるみ検知システム 【東海理化】
車輪脱落検知システム製品のご紹介

タイヤ脱落
予兆検知システム

支援（R8年度）
国交省
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